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次
期
環
境
基
本
計
画
へ
ご
意
見
を

5.自然と触れ合おう

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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今
ま
で
の
流
れ

　
環
境
に
関
す
る
市
民
の
意
向
や
取

り
組
み
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
に
、

平
成
22
年
12
月
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
市
内
の
環
境
に
関
す
る

現
状
と
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
市
民
公
募
、
事
業
者
、

環
境
団
体
の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る

環
境
基
本
計
画
策
定
委
員
会
な
ど
の

意
見
を
踏
ま
え
、
現
在
の
計
画
案
を

策
定
し
ま
し
た
。

基
本
理
念

　
計
画
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
基

本
理
念
を
定
め
、
こ
の
基
本
理
念
を

基
に
、
市
民
・
市
民
団
体
・
事
業
者
・

市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
環
境
の
保
全

と
創
造
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
基
本
理
念
は
次
の
4
項
目
で
す
。

①
健
全
で
良
好
な
環
境
を
維
持
・
継

承
し
ま
す

②
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的

発
展
が
可
能
な
社
会
を
構
築
し
ま
す

③
人
と
自
然
が
共
生
し
、
多
様
な
自

然
環
境
を
保
全
し
ま
す

④
地
球
環
境
の
保
全
を
す
す
め
ま
す

計
画
の
概
要

　
計
画
で
は
市
の
環
境
の
現
状
や
基

本
理
念
を
踏
ま
え
、
5
項
目
の
望
ま

し
い
将
来
の
環
境
像
を
実
現
す
る
た

め
に
15
項
目
の
環
境
目
標
を
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
応
じ
た
33
項
目

の
個
別
環
境
施
策
や
実
践
行
動
を
定

め
ま
し
た
。

【
①
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、
大
切

に
す
る
ま
ち
】

　
農
地
や
里
山
な
ど
の
自
然
環
境
を

保
全
す
る
と
と
も
に
、
人
と
自
然
と

の
触
れ
合
い
を
進
め
、
自
然
と
の
共

生
を
基
調
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

【
②
市
民
の
健
康
と
快
適
な
生
活
環

境
を
守
る
ま
ち
】

　
現
状
に
即
し
た
公
害
対
策
に
努
め
、

有
害
物
質
な
ど
か
ら
市
民
生
活
を
守

る
と
と
も
に
、
身
近
な
緑
や
水
辺
に

憩
い
、
美
し
く
文
化
的
な
ま
ち
に
暮

ら
せ
る
よ
う
な
生
活
環
境
を
目
指
し

ま
す
。

【
③
限
ら
れ
た
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
切
に
す
る
ま
ち
】

　
こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
、
大
量
消

費
お
よ
び
大
量
廃
棄
型
の
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持

続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

【
④
環
境
を
知
り
、
環
境
に
配
慮
し

た
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実

践
す
る
ま
ち
】

　
環
境
に
つ
い
て
の
教
育
・
学
習
の

機
会
や
情
報
の
提
供
を
図
る
と
と
も

に
、
市
民
・
市
民
団
体
・
事
業
者
へ

の
支
援
や
相
互
の
連
携
・
協
力
な
ど

が
図
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
な

ど
を
目
指
し
ま
す
。

　
現
行
の
「
白
井
市
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
今
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
平
成
24

年
4
月
か
ら
実
施
す
る
計
画
の
案
を
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
⑤
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る

ま
ち
】

　
一
人
一
人
の
行
動
が
地
球
環
境
の

保
全
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
、
日
々
の
生
活
や
身
近
な
環
境

か
ら
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

次
期
環
境
基
本
計
画
へ
ご
意
見
を

意
見
募
集

　
計
画
案
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
各
セ

ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人

は
、
2
月
29
日
㈬
ま
で
に
各
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
配
置
し
て
あ
る
用
紙
ま
た

は
任
意
の
用
紙
に
意
見
を
書
い
て
、

意
見
回
収
箱
に
投
函
す
る
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で

環
境
課
環
境
保
全
班
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
6
・
7
・

k
an
k
y
ou
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

　市ではごみの減量化・資源化の一環として、
生ごみ堆肥化容器などの助成制度を設け、生
ごみの有効活用を促進しています。
　生ごみ堆肥化容器などを利用した上手な堆
肥作りを学ぶ「生ごみ堆肥
化講座」を開催します。
日時　3月18日㈰　午後1時
～ 3時
場所　白井駅前センター
対象　市内在住者　18人（申
し込み順）
内容　「生ごみ堆肥を活用し
た野菜作りと花作り」「生ごみの堆肥化につい
て（ぼかし無料配布）」（講義）
講師　㈶自然農法国際研究開発センター菜園
アドバイザー　高田健次さん、NPO関東EM
普及協会　若倉利勝さん
参加費　無料
■申・■問　3月9日㈮までに電話か直接環境課き
れいなまちづくり班　内線3274へ

野鳥の憩いの場となっている手賀沼

生ごみ堆肥化講座

望ましい環境像 環 境 目 標 個別環境施策

豊かな自然を生か
し大切にするまち

限られた資源・エ
ネルギーを大切に
するまち

市民の健康と快適
な生活環境を守る

まち

地球環境の保全に
貢献するまち

環境を知り、環境
に配慮したライフ
スタイルを実践す

るまち

1.農地や里山を守ろう

2.緑の環境を創ろう

6.すがすがしい空気や　  
　静けさを守ろう

7.河川や地下水などの水を
　改善しよう

8.美しく安心して住め    
　る環境を守ろう

9.郷土の歴史や文化を　　
　生かそう

3.水辺の環境を守ろう

4.生き物の環境を守ろう

10.ごみを削減しよう

11.水循環を確保しよう

12.エネルギーを有効に利
　  用しよう

13.環境を知り、学び、行動
　  しよう

14.環境に配慮したライフ　  
　  スタイルを実践しよう

15.地球規模で環境を考え
　  よう

(3) 緑の保全と創造

(21) 生ごみのコンポスト化・堆肥化
(22) ごみの減量化・リサイクル・資源化の促進
(23) エコバックの利用促進

(24) 雨水の利用と浸透の促進

(27) 環境教育・学習機会の提供
(28) 環境情報の提供
(29) アドバイザーなどの派遣

(20) 歴史的・文化的環境の保全

望ましい環境像および体系図

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

(32) 地球環境問題への意識の向上
(33) 地球環境保全対策の推進

(30) 市民・事業者との連携・協力
(31) 環境保全活動への支援

(25) 省エネルギーの推進
(26) クリーンエネルギーの活用

(8) 自然との触れ合いの場の確保
(9) 自然の中でのスポーツレクリエーションの振興

(6) 生物多様性の確保
(7) 希少動植物の保護と管理

(4) 良好な水辺の形成
(5) 水田や水辺の保水力の確保

(1) 農業の振興と農地の保全
(2) 里山の保全

(10) 大気汚染や野焼きの防止
(11) 騒音・振動の防止
(12) 悪臭の防止

(15) まちの環境美化
(16) 良好なまちづくりへの誘導
(17) 環境や安全に配慮した開発事業への誘導
(18) 適正な土地利用などへの誘導
(19) 不法投棄の未然防止

(13) 土壌・地下水汚染の防止
(14) 水質汚濁の防止



Q
　
中
国
と
思
わ
れ
る
住
所
か
ら
夫

宛
て
に
「
8
千
万
円
の
賞
金
獲
得
請

求
権
が
当
た
っ
た
」
と
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
が
来
た
。
1
週
間
以
内
に
賞

金
獲
得
の
承
諾
書
と
手
数
料
5
千
円

を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
か
郵
便

為
替
で
送
る
よ
う
に
と
書
い
て
あ
っ

た
。

　
夫
は
こ
の
よ
う
な
も
の
に
応
募
し

た
覚
え
が
な
い
と
い
う
。
返
送
先
が

カ
ナ
ダ
に
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な

る
が
信
用
し
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
70
代
・
女
性
）

A
　
事
例
は
「
海
外
の
宝
く
じ
に
当

選
し
た
」「
賞
金
獲
得
権
が
得
ら
れ

た
」
な
ど
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が

香
港
や
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
送
ら
れ
被

害
に
遭
う
「
当
選
商
法
」
と
思
わ
れ
、

以
前
か
ら
相
談
の
多
い
ケ
ー
ス
で
す
。

　
最
近
は
中
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
相
談
が
目
立

ち
ま
す
。
申
し
込
ん
で
も
い
な
い
の

に
、
高
額
な
賞
金
が
す
ぐ
に
も
ら
え

る
よ
う
な
内
容
で
、
手
数
料
な
ど
を

振
り
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。
業
者
か

ら
賞
金
を
渡
さ
れ
る
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
い
つ
か
当
選
金
が
も
ら
え

賞
金
獲
得
請
求
権
が
当
た
っ
た

る
」
と
信
じ
込
み
、
当
選
金
を
受
け

取
る
た
め
の
手
数
料
な
ど
を
送
り
続

け
て
、
気
付
い
た
と
き
は
被
害
額
が

多
額
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。「
賞
金
の
受
け
取
り

な
ど
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を

記
入
し
た
と
こ
ろ
、
引
き
落
と
し
が

止
ま
ら
な
く
な
っ
た
」「
承
諾
書
を

返
送
し
た
ら
、
他
の
業
者
か
ら
次
々

に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

き
て
困
っ
た
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
海
外
の
宝
く
じ
を
国
内

で
取
り
引
き
す
る
こ
と
は
違
法
で
す

し
、
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
の
に

「
当
選
し
た
」「
賞
金
獲
得
権
が
当

た
っ
た
」
な
ど
の
う
ま
い
話
は
通
常

あ
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
情
報
の
管
理
に
気
を
付
け
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
は
安

易
に
教
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
大
切
で

し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2

階
相
談
室
）

151

〜
消
防
出
初
め
式
表
彰
〜

消
防
活
動
へ
の
尽
力
者
を
表
彰

　消防団は「自分たちのまち
は自分たちで守る」という郷
土愛護の精神のもと、地域防
災の要として災害から人命・
財産を守り続けてきた歴史あ
る有償ボランティア団体です。
　消防団は火災・地震・台風
などの災害が発生した場合に、
消防署と協力し、迅速な消火・
救出活動を行い、また地域で
の火災予防活動やそのための
教育・訓練などを行っていま
す。
　身分は非常勤特別職の公務
員に該当し、火災などで出動
した場合には手当が支給され、
5年以上勤務し退団した場合
には退職報償金が支給されま
す。
対象　市内在住・在勤か近隣
に居住している18歳以上
■問　市民安全課消防防災班
内線3323

消防団員募集

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
１
月
８
日
に
清
水
口
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
消
防
団
員
・
消
防
職
員
３
５
４
人
が
参
加
し
、
消
防
団
長
の
訓
示
や
服
装
・
機

械
器
具
の
点
検
、
分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
は
、
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
た
消
防
団
員
・
消
防
職
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

千
葉
県
知
事
表
彰

【
功
労
章
】

松
丸
健
一
（
第
二
分
団
復
二
部
）

松
丸
正
弘
（
第
二
分
団
復
二
部
）

藪
崎
孝
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

大
野
芳
昭
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）　

【
精
勤
章
】

岡
田
啓
介
（
第
三
分
団
分
団
長
）

鈴
木
昭
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）

山
﨑
義
之
（
第
三
分
団
折
立
部
）

堀
江
勝
己
（
西
白
井
消
防
署
消
防
司

令
補
）

島
田
伸
一
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）

根
本
清
司
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）

佐
藤
勝
己
（
西
白
井
消
防
署
消
防
司

令
補
）

千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】

武
藤
孝
行
（
第
二
分
団
復
二
部
）　

【
精
勤
章
】

谷
嶋
薫
（
本
部
副
分
団
長
）

押
田
知
之
（
第
二
分
団
復
二
部
）

今
井
正
和
（
第
三
分
団
今
井
部
）

千
葉
県
防
災
危
機
管
理

監
表
彰

【
防
災
危
機
管
理
監
章
】

井
手
久
就
（
第
一
分
団
清
戸
部
）

大
菅
義
嗣
（
第
一
分
団
復
一
部
）

平
川
正
之
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

石
井
豊
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

長
谷
川
則
夫
（
第
二
分
団
冨
士
部
）

早
野
聡
（
西
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）

橋
本
聡
隆
（
白
井
消
防
署
消
防
司
令

補
）

渡
来
聡
（
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防

司
令
補
〔
白
井
市
役
所
派
遣
〕）　

千
葉
県
消
防
協
会
印
旛

支
部
長
表
彰

【
功
労
章
】

山
﨑
和
則
（
第
一
分
団
副
分
団
長
）

林
利
行
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

宇
賀
祐
人
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

【
勤
続
章
】

海
老
原
正
人
（
第
三
分
団
副
分
団
長
）

岡
田
純
一
（
第
三
分
団
今
井
部
）

石
井
良
一
（
第
一
分
団
十
余
一
部
）

山
﨑
孝
行
（
第
三
分
団
中
部
）

【
精
勤
章
】

伊
藤
友
茂
（
第
一
分
団
白
井
部
）

齋
藤
仁
（
第
一
分
団
復
一
部
）

福
田
健
夫
（
第
三
分
団
平
塚
東
部
）

伊
藤
卓
己
（
第
一
分
団
白
井
部
）

宇
賀
健
一
郎
（
第
二
分
団
白
井
木
戸

部
）

山
口
賢
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

芦
田
稔
（
第
一
分
団
復
一
部
）

石
井
智
一
（
第
三
分
団
名
内
部
）

山
澤
一
隆
（
第
三
分
団
河
原
子
部
）

白
井
市
長
表
彰

鵜
野
祐
次
（
第
一
分
団
神
々
廻
部
）

秋
本
貴
之
（
第
一
分
団
白
井
部
）

武
藤
健
（
第
一
分
団
復
一
部
）

相
原
拓
磨
（
第
二
分
団
復
二
部
）

後
藤
郁
夫
（
第
二
分
団
白
井
木
戸
部
）

中
嶋
洋
平
（
第
二
分
団
七
次
部
）

宇
田
川
　
誠
（
第
二
分
団
中
木
戸
部
）

中
村
昌
彦
（
第
二
分
団
木
部
）

髙
橋
誠
一
（
第
三
分
団
富
塚
部
）

伊
藤
剛
（
第
三
分
団
中
部
）

秋
谷
國
治
（
第
三
分
団
名
内
部
）

寺
田
満
（
第
三
分
団
平
塚
東
部
）

坂
野
清
二
（
第
三
分
団
平
塚
西
部
）

白
井
市
長
感
謝
状
贈
呈

山
﨑
昭
一

※
名
内
地
区
で
の
火
災
の
際
、
防
火

貯
水
槽
へ
の
補
水
に
協
力
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内

線
3
3
2
1
〜
3

交
通
指
導
員
募
集

　
交
通
指
導
員
は
児
童
・
生
徒
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
交
通
安
全

教
室
や
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
、
街

　みんなで楽しく世界のスナック
やケーキを味わい、世界各地のダ
ンスや音楽を楽しみませんか。
日時　3月4日㈰　午前10時30分～
場所　保健福祉センター　
対象　市内在住・在勤の日本人、
外国人
参加費　無料
※食事代などは別に掛かります。
【各国のダンスや音楽】
　オカリナ、スイング・ジャズ、ギター、ハワイアン、フラダ
ンス、フラメンコ、よさこいソーラン、サルサ、マリネラのダ
ンスや音楽を楽しみます。
【世界の料理とケーキ】
　さまざまな国（ヨーロッパ、中南米、東南アジア、インドなど）
の料理とケーキ、スナックなどを味わいます。
■問　白井国際交流協会☎（497）3040、市企画政策課男女共同
参画室　内線3355

世界のダンス＆フード・フェスティバル

頭
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
23
人
（
男
性
17
人
、
女
性
6

人
）
が
市
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
警
察

や
交
通
安
全
協
会
と
の
連
携
の
も
と
、

交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
各
種
交
通

安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
活
動
し
て
い
た
だ
く
交

通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
　
2
年
（
更
新
あ
り
）

対
象
　
市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
　

7
人

報
酬

　
年
2
6
、0
0
0
円

申
・
問

　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班

内
線
　
3
3
2
2
・
3
へ

野
菜
づ
く
り
講
習
会

　
家
庭
菜
園
な
ど
で
役
立
つ
、
野
菜

づ
く
り
の
基
本
的
な
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

日
時

　
3
月
1
日
㈭

　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

場
所

　
市
役
所
4
階
大
会
議
室
、
法

目
ふ
る
さ
と
農
園

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤

　
30
人（
申

し
込
み
順
）

内
容
　
基
礎
的
な
野
菜
栽
培
の
知
識
、

技
術
に
関
す
る
講
義
と
実
習

講
師
　
西
印
旛
農
業
協
同
組
合
職
員

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
軍
手
、
作
業

を
し
や
す
い
服
装

申
・
問

　
2
月
27
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
直
接
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2

5
4
へ居住確認アンケートにご協力を

　市では65歳以上を対象に居住の確
認事務を行っています。 
　これは近年の高齢者の孤独死や行方
不明問題などを踏まえ、住民基本台帳
法第34条に基づく住民登録の確認お
よび行政事務の適正化を図るために実
施するものです。
　対象者にはすでにアンケートを郵送
していますので、協力をお願いします。
未回答者などには、訪問による実態調
査を順次実施します。
対象　65歳以上（平成23年4月1日現
在）で次のすべての条件に該当する人
●後期高齢者保険未利用者（平成22年
6月～平成23年５月）
●地域包括支援センターが実施した
「基本チェックリストに係る調査」未
回答者
回答期限　2月29日㈬
【お詫びと訂正】
　対象者に送付したアンケートの日付
けに誤りがありました。
　お詫びして訂正します。 
誤　平成23年1月10日
正　平成24年1月10日
■問　市民課市民班　内線3147

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

ダンスを披露

分列行進をする消防団員

小学生に交通指導する指導員
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定期的にがん検診を受けましょう

　がん検診の会場で、ある受診者に受診のきっ
かけを聞いたところ「以前、妻が市の検診を受
けてがんが見つかった。でも早期で見つかった
から、手術して今は元気で過ごしている。それ
以降、他人事ではないと思い自分も受けるよう
になった。」と話してくださいました。
　皆さんは定期的にがん検診を受けています
か。
　がんは今、日本人の2人に1人はかかるという
データがあり、私たちの大変身近な病気になっ
ています。しかし現代のがんは早期に発見し治
療すれば9割方完治するといわれています。早
期がんでは症状が出ないため、症状がない元気
なときこそ定期的にがん検診を受け、早期発見
することが大切なのです。
　他人事とは思わず、自身のため・家族のため
に検診を受け、がんの早期発見に努めましょう。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

検 診 の 現 場 か ら　vol.11

排
泄
の
問
題

　
在
宅
介
護
で
失
禁
が
始
ま
る
と
、

家
族
は
「
い
よ
い
よ
か
」
と
悲
壮

な
覚
悟
を
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
ト
イ
レ
に
間
に
合

わ
ず
下
着
を
汚
す
」「
尿
失
禁
で

布
団
を
濡
ら
す
」「
ト
イ
レ
以
外

で
排
泄
し
た
り
、
部
屋
に
便
が
落

ち
て
い
る
」
な
ど
、
原
因
や
障
害

の
程
度
に
よ
っ
て
対
応
は
違
い
ま

す
が
、
排
泄
は
家
族
を
悩
ま
せ
る

大
き
な
問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

【
ト
イ
レ
に
間
に
合
わ
な
い
】

　
尿
意
・
便
意
を
感
じ
る
の
が
遅

い
、
動
作
が
遅
い
た
め
に
ト
イ
レ

に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

接
し
方
ヒ
ン
ト
　
時
間
を
見
計
ら

っ
て
ト
イ
レ
へ
誘
導
す
る
、
ト
イ

レ
の
通
り
道
は
物
を
片
付
け
、
歩

き
や
す
い
よ
う
に
広
く
す
る
、
衣

類
は
上
げ
下
げ
が
簡
単
な
も
の
を

選
ぶ
、尿
意
や
便
意
の
サ
イ
ン（
落

ち
着
き
が
な
く
な
る
、
う
ろ
う
ろ

す
る
）を
見
つ
け
る
、尿
瓶
や
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
用
意
す
る
、
失

敗
し
た
と
き
は
手
早
く
片
づ
け
て

何
事
も
無
か
っ
た
よ
う
に
接
し
て

自
分
で
片
付
け
さ
せ
た
り
叱
っ
た

り
し
な
い
、
出
か
け
る
前
に
「
ト

イ
レ
は
い
い
で
す
か
」
と
さ
り
げ

な
い
言
葉
を
掛
け
る
、
夜
だ
け
お

む
つ
を
使
用
す
る
（
失
禁
の
対
策

で
も
あ
り
家
族
の
休
息
の
た
め
で

も
あ
り
ま
す
）

【
汚
れ
た
下
着
を
し
ま
い
こ
む
・

着
替
え
な
い
】

　
失
敗
し
た
事
を
知
ら
れ
た
く
な

か
っ
た
り
、
ど
う
処
理
す
れ
ば
良

い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

接
し
方
ヒ
ン
ト

　
本
人
に
気
づ
か

れ
な
い
よ
う
に
探
し
出
し
て
洗
濯

を
す
る
、
入
浴
時
に
新
し
い
も
の

と
取
り
替
え
る
、
着
替
え
を
用
意

し
て
「
汗
を
か
い
た
か
ら
」
な
ど

と
さ
り
げ
な
く
取
り
替
え
る

【
お
む
つ
を
拒
否
す
る
・
外
す
】

　
履
き
心
地
が
悪
い
、
蒸
れ
て
暑

い
、
濡
れ
る
と
気
持
ち
が
悪
い
、

履
く
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

接
し
方
ヒ
ン
ト
　
お
む
つ
自
体
が

重
く
な
る
こ
と
が
外
す
原
因
に
も

な
る
の
で
な
る
べ
く
早
く
取
り
替

え
る
、
お
む
つ
で
は
な
く
「
パ
ン

ツ
」
と
呼
ぶ
（
認
知
症
に
な
っ
た

と
し
て
も
羞
恥
心
は
失
わ
れ
な
い

こ
と
が
多
い
で
す
）

事
業
者
紹
介

　
平
成
22
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
小
規
模
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
定
員
は
17
人
で
定
休
日
は
土
・

日
曜
日
で
す
。
書
道
や
裁
縫
、
農

園
で
の
野
菜
栽
培
、
趣
味
活
動
な

ど
や
り
た
い
事
の
幅
を
広
げ
る
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
ホ
ー
ム
お
て
だ
ま
（
根
1
3

6
9
―
2
）
☎
（
4
9
8
）
9
8

4
0

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
11

デ
イ
ホ
ー
ム
お
て
だ
ま

つ
い
て
」

講
師
　
管
理
栄
養
士
（
健
康
課
）、

食
生
活
改
善
推
進
員

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具
、
家
庭
で
作
っ
た
み
そ
汁
20

㍉
㍑
程
度
（
塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
）

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
29
日
㈬
ま
で
に
健
康

課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
へ

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査
結
果

　
1
月
11
日
に
採
取
し
た
イ
チ
ゴ
か

ら
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
お
よ
び
セ
シ
ウ

ム
の
値
は
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　「
検
出
せ
ず
」
と
は
、
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
か
放
射
性
ヨ
ウ
素
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
1
3
4
・
1
3
7

と
も
1
㌔
㌘
当
た
り
20
ベ
ク
レ
ル
未

満
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

放
射
性
物
質
暫
定
規
制
値
（
野
菜
類
）

放
射
性
ヨ
ウ
素

　
2
、
0
0
0
ベ
ク

レ
ル
（
1
㌔
㌘
当
た
り
）

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
　
5
0
0
ベ
ク
レ

ル
（
1
㌔
㌘
当
た
り
）

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
・
2

　
市
で
は
子
ど
も
が
病
気
の
回
復
期

の
た
め
保
育
園
な
ど
に
通
園
が
で
き

な
い
場
合
で
、
保
護
者
の
就
労
な
ど

の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き

な
い
場
合
に
一
時
的
に
子
ど
も
を
預

か
る
病
後
児
保
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
利
用
に
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で

す
。

保
育
日
時
　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
6
時
、　
土
曜
日
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
1
時

※
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
を

除
き
ま
す
。

保
育
場
所
　
鎌
ケ
谷
総
合
病
院
8
階

病
後
児
保
育
所
（
鎌
ケ
谷
市
）
☎

（
4
9
8
）
8
1
1
1

対
象
　
次
の
全
て
を
満
た
す
子
　
1

日
4
人

●
病
気
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育

が
困
難
な
子

●
保
護
者
の
勤
務
な
ど
に
よ
り
家
庭

で
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
生

後
3
カ
月
か
ら
小
学
3
年
生
ま
で
の

子●
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
通
っ
て

い
る
子

保
育
料
　
1
時
間
3
0
0
円

※
最
少
利
用
時
間
は
4
時
間
で
す
。

昼
食
　
持
参

※
有
料
で
昼
食
を
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
用
登
録

　
利
用
登
録
申
込
書
（
鎌

ケ
谷
総
合
病
院
病
後
児
保
育
所
、
市

内
各
保
育
園
、
市
児
童
家
庭
課
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

鎌
ケ
谷
総
合
病
院
病
後
児
保
育
所
へ

提
出

申
　
利
用
希
望
日
前
日
の
午
後
3
時

ま
で
に
利
用
申
込
書
（
鎌
ケ
谷
総
合

病
院
病
後
児
保
育
所
、
市
内
各
保
育

園
、
市
児
童
家
庭
課
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
鎌
ケ
谷

総
合
病
院
1
階
小
児
科
へ

※
当
日
は
健
康
保
険
証
、
病
後
児
保

育
事
業
家
庭
連
絡
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
児
童
家
庭
課
保
育
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
8

介
護
保
険
認
定
調
査
員

募
集

　
市
で
は
介
護
の
知
識
を
幅
広
く
持

つ
介
護
保
険
認
定
調
査
員
を
募
集
し

ま
す
。

勤
務
開
始
日
　
4
月
2
日
㈪

勤
務
日
時
　
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
）
の
う
ち
2
日
間
程

度
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

対
象
　
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
か

社
会
福
祉
士
な
ど
福
祉
の
国
家
資
格

を
有
す
る
普
通
運
転
免
許
保
持
者
　

若
干
名

時
給
　
1
、3
0
0
円（
交
通
費
あ
り
）

申
・
問

　
2
月
29
日
㈬
ま
で
に
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

か
直
接
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3
へ

食
生
活
い
き
い
き
講
座

　
健
康
づ
く
り
に
大
切
な
食
生
活
に

つ
い
て
学
び
、
自
分
自
身
や
家
族
、

身
近
な
地
域
の
生
活
に
役
立
て
る
講

座
で
す
。

　
講
座
参
加
者
の
う
ち
希
望
者
は
食

生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
4
月
か
ら

活
動
で
き
ま
す
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
）。

【
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
】

　
食
生
活
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
を
自
ら
実
践
す
る
と
と
も
に
身
近

な
地
域
の
中
に
広
め
て
い
く
活
動
や

市
の
食
育
に
関
す
る
事
業
の
協
力
を

す
る
人
で
す
。

日
時

　
3
月
7
日
㈬

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時
30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
食
生
活
や
料
理
に
関
心
の
あ

る
人
で
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
た
い
市
内
在
住
者
　
20
人
（
申

し
込
み
順
）

内
容
　
講
話
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
生
活

を
目
指
そ
う
〜
生
活
習
慣
病
予
防
の

食
事
〜
」、
実
習
「
我
が
家
の
味
付

け
、
濃
い
の
？
薄
い
の
？
〜
み
そ
汁

塩
分
チ
ェ
ッ
ク
〜
」、調
理
実
習
「
野

菜
た
っ
ぷ
り
健
康
メ
ニ
ュ
ー
」、
講

話
「
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
に

　怒鳴っても効果がないと分かっていても、駄目なも
のは駄目と教えたい。必死になるあまり、ついつい怒っ
てばかりの自分を反省したり、分かってくれない子ど
もにイライラすることはありませんか。
　この講演では子どもに伝わるコミュニケーションの
方法や自分自身をコントロールする方法など、子ども
の良い行動を引き出すためのヒントがいっぱいです。
日時　3月11日㈰　午前10時～正午
場所　保健福祉センター　
講師　県銚子児童相談所診断指導課長　渡邉直さん
対象　一般　40人（申し込み順）
■申・■問　2月29日㈬までに氏名・住所・電話番号（保
育希望者は子どもの氏名・年齢）を電話かファクスで
保健福祉相談室へ☎（497）3491・ （497）3499へ

子育て講演会
～どならずに子育てしたい～

病
気
回
復
期
の
子
ど
も
の

看
護
が
難
し
い
場
合
は

　
〜

病

後

児

保

育

〜
　

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　市では成人保健事業・母子保健事業での保健指
導、健診業務などの事務を行う任期付職員（保健
師）を募集します。
　任期付職員とは給料・各種手当および勤務時間
などが正規職員と同様で、採用期間を定めた職員
をいいます。
任期　平成24年4月～平成25年3月
対象　次の全ての要件を満たす人　1人　
●保健師資格を有する人
●昭和52年4月2日以降に生まれた人
勤務場所　保健福祉センター
■申・■問　2月29日㈬までに、所定の申込書（総務
課および市ホームページにあります）に必要事項
を記入の上、履歴書、保健師資格証（写し）を添
付し、郵送か直接総務課人事班　内線3314・5へ

市任期付き職員（保健師）募集

2012.2.153



公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う
「
手
形
づ

く
り
」

日
時
　
3
月
6
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
3
月
3
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

こ
ど
も
リ
ト
ミ
ッ
ク

体
験

　
親
子
で
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
3
月
9
日
㈮

　
午
前
10
時
30

公  

作
っ
て
み
よ
う
「
デ

コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク

ス
づ
く
り
」

日
時

　
3
月
3
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
2
月
25
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

子

ど

も

みんなで来てね
センターフェスティバル

冨士センターフェスティバル日程表
内容 日程 プログラム（開催時間）

展示
3日㈯・
4日㈰

絵手紙、布絵、書道、ペン習字、写真、油絵、絵画、俳句、手
作り品（終日）

発表・体験

3日㈯
ジャズダンス（午前10時30分～）、ソーラン踊り（午前11時30分
～）、カラオケ・舞踊（午後0時30分～）、囲碁大会（終日）

4日㈰
コーラス（午前10時30分～）、大正琴（午前10時30分～）、太極
拳（午前11時30分～）、和太鼓演奏（午後2時15分～）、新体操（午
後3時～）、カラオケ大会（終日）

模擬店・販売
3日㈯・
4日㈰

焼きそば、焼き鳥、たこ焼き、産地野菜、リサイクル品、手作
り品、豚汁、おにぎり、手作り弁当（終日）

児童ルーム

3日㈯
プラバン工作（午前9時30分～）、ゲームコーナー（ボウリング・
缶つみ・わなげ・スーパーボールすくい、午後1時30分～）

4日㈰
バルーンアート（午前9時30分～）、あめのつかみどり（午前11
時30分～、午後2時～）、こま回し・人形劇（午後1時～）

※ポップコーンの無料配布を午前10時から行います。

冨   冨士センターフェスティバル
日時　3月3日㈯・4日㈰　午前9時30分～午後3時30分
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり
※臨時駐車場を白井第三小学校に用意します。

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●駐車場は駐車台数に限りがあるため徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場
してください
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更する場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

う
と
し
ま
し
た
。

　
印
西
学
校
は
当
初
、
現
在
の
印

西
市
萩
原
新
田
に
開
校
し
て
い
ま

し
た
が
印
旛
沼
の
氾
濫
で
校
舎
が

流
失
し
た
た
め
明
治
43
年
（
1
9

1
0
）
に
白
井
地
区
の
旧
白
井
尋

常
小
学
校
跡
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

明
治
44
年
（
1
9
1
1
）
4
月
に

お
け
る
生
徒
数
は
3
年
生
30
名
、

2
年
生
26
名
、
1
年
生
24
名
で
全

校
生
徒
80
名
で
し
た
。
富
塚
尋
常

小
学
校
の
沿
革
誌
に
も
1
9
1
1

年
の
卒
業
生
男
子
10
人
の
う
ち
4

人
の
進
学
先
と
し
て
、
私
立
印
西

学
校
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
印
西
学
校
は
初
代
校
長
で
あ
る

岩
井
重
増
の
死
後
、
大
正
12
年

（
1
9
2
3
）
に
山
下
隆
雄
が
二

代
目
の
校
長
と
な
っ
て
校
舎
を
移

転
し
ま
し
た
が
、
山
下
校
長
が
昭

和
9
年
（
1
9
3
4
）
に
亡
く
な

る
と
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
に
廃
校

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
次
の
写
真
は
個
人
が
所
有
す
る

大
正
13
年
度
（
1
9
2
4
〜
5
）

の
成
績
通
信
表
で
す
。
こ
れ
は
印

西
学
校
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

私
立
印
西
学
校

　
戦
前
は
、
尋
じ
ん
じ
ょ
う常
小
学
校
や
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
の
進

学
先
と
し
て
高
等
女
学
校
や
実
業

学
校
、
旧
制
中
学
校
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
学
校
に
進

学
で
き
る
の
は
華
族
、
士
族
、
地

主
と
い
っ
た
上
・
中
流
階
級
の
裕

福
な
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
限
ら

れ
、
そ
の
進
学
率
は
高
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
白
井
の
場
合
も
、
大
正
4
年

（
1
9
1
5
）
の
「
白
井
村
誌
」

で
は
村
の
人
口
4
、
6
3
0
人
の

中
で
尋
常
小
学
校
程
度
の
課
程
を

終
了
し
て
い
る
人
が
3
、
4
5
0

人
い
た
の
に
対
し
、
旧
制
中
学
校

程
度
の
課
程
を
終
了
し
て
い
る
人

は
20
人
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
白
井
の
男
子
の
進
学
先
の
一
つ

と
し
て
私
立
印
西
学
校
が
あ
り
ま

し
た
。

　
印
西
学
校
は
、
白
井
市
出
身
の

岩
井
重
増
が
明
治
41
年
（
1
9
0

8
）
に
尋
常
小
学
校
や
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
し
た
若
者
た
ち
に
、

更
な
る
高
等
教
育
の
機
会
を
与
え

る
た
め
に
作
っ
た
私
立
の
学
校
で

し
た
。
修
業
年
限
は
旧
制
中
学
校

の
5
年
に
対
し
、
3
年
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
科
目
を
旧
制
中
学
校

の
必
須
科
目
か
ら
選
択
し
修
身
、

国
語
、
英
語
、
歴
史
、
地
理
、
数

学
、
農
業
お
よ
び
法
制
経
済
と
す

る
こ
と
で
、
旧
制
中
学
校
に
進
学

す
る
こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
も
高

度
な
普
通
教
育
を
学
び
た
い
、
と

い
う
若
者
た
ち
の
願
い
を
叶
え
よ

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
歳
6
カ
月
以
上
の
子
と
そ

の
保
護
者

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
29
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
児
童
館
へ

郷
土
資
料
館
古
文
書
講
座

　　
古
文
書
の
解
読
に
初
め
て
挑
戦
す

る
人
に
向
け
た
「
く
ず
し
字
辞
典
」

の
引
き
方
に
関
す
る
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

日
時
　
3
月
8
日
㈭
・
15
日
㈭
・
24

日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
全
3
日
間
）

場
所

　
図
書
館
2
階
研
修
室

対
象

　
古
文
書
講
座
な
ど
に
参
加
し

た
こ
と
が
な
く
、
全
日
程
参
加
で
き

る
人

　
5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
く
ず
し
字
辞
典

※
く
ず
し
字
辞
典
の
種
類
は
郷
土
資

料
館
が
事
前
に
指
定
し
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
2
月
23
日
㈭
ま
で
に
直
接

郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）
1
1
2

4
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
・
公
民
館
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
が
4

月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
ス
ポ
―
ツ
施
設
や
公
民
館
施
設
の

予
約
は
6
月
利
用
分
か
ら
「
ち
ば
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
」
を
使
用
す
る
た

め
、
登
録
が
済
ん
で
い
る
利
用
者
も

利
用
者
登
録
番
号
の
変
更
に
よ
り
、

新
た
に
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ち
ば
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
S
S

L
通
信
を
使
用
し
た
も
の
で
、
携
帯

電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
除
く
N

T
T
ド
コ
モ
、
a
u
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
）
か
ら
抽
選
申
し
込
み
や
予
約
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
抽
選
結

果
は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
で
通
知
し
ま
す
。

　
抽
選
結
果
の
通
知
を
希
望
す
る
場

合
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

持
ち
物
　
住
所
お
よ
び
氏
名
の
確
認

の
で
き
る
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
・
保
険
証
・
学
生
証
・
社
員
証
な

ど
）

※
小
・
中
学
生
の
登
録
に
は
保
護
者

の
承
諾
書
が
別
に
必
要
で
す
。

申
　
登
録
申
請
書
（
各
施
設
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本
日
か
ら

ス
ポ
―
ツ
施
設
は
直
接
生
涯
学
習
課

か
白
井
運
動
公
園
、
公
民
館
施
設
は

直
接
主
に
利
用
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
へ

※
登
録
書
の
発
行
は
3
月
1
日
㈭
か

ら
行
い
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
―
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
・
5

白
井
市
体
育
指
導
委
員

協
議
会

①
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
ス
ポ

レ
ク
祭
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
助
成
を

受
け
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時
　
3
月
3
日
㈯
　
午
前
9
時
〜

（
受
け
付
け
　
午
前
8
時
30
分
〜
、

雨
天
中
止
）

場
所
　
池
の
上
小
学
校

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

お
よ
び
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
て

市
内
に
避
難
し
て
い
る
人

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
正
し
い
歩
き
方
や
自
分
に
合
っ
た

ペ
ー
ス
を
身
に
付
け
て
、
健
康
増
進

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
3
月
4
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
8
時
30
分

〜
、
雨
天
決
行
）

印西学校通知表

場
所

　
白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
・
問

　
2
月
28
日
㈫
（
必
着
）
ま

で
に
①
は
申
込
書
（
生
涯
学
習
課
、

各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
で
郵
送
か
直
接
、

②
は
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
で
郵

送
か
直
接
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
班

　
内
線
3
4
3
4
へ

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

開
放
し
ま
す
が
、
体
育
館
は
厚
生
労

働
省
年
金
局
の
行
政
目
的
で
利
用
さ

れ
る
た
め
、
開
放
を
当
分
の
間
中
止

し
ま
す
。

日
時

　
3
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
・
10

日
㈯
・
11
日
㈰
・
17
日
㈯
・
18
日
㈰
・

24
日
㈯
・
25
日
㈰
・
31
日
㈯

　
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
必
ず
成
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
6
0
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
2
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
2
月
27
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〜
利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
〜

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

くずし字辞典の一部

2012.2.15 4



高

齢

者

　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

趣
味
・
教
養
・
学
習

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を
行
う

心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

生
き
が
い
支
援
事
業

①
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

日
時
　
2
月
27
日
㈪
　
午
後
0
時
30

分
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

②
折
り
紙
絵
講
座

　
色
紙
に
和
紙
で
折
っ
た
人
形
な
ど

を
貼
っ
て
、
壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。

日
時

　
3
月
7
日
㈬
・
12
日
㈪
・
15

日
㈭
（
全
3
日
間
）　  

午
後
1
時
〜

◆
白
井
子
ど
も
の
放
射
線
問
題
を
考

え
る
会
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」

　
放
射
能
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
不

安
や
対
策
な
ど
を
み
ん
な
で
一
緒
に

話
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
23
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
参
加

費
　
無
料

問
　
樋
熊
☎
0
9
0
（
2
3
0
7
）

4
1
2
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
①
は
2
月
25
日
㈯
、
②
は
2
月

28
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

福  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
。

日
時
　
3
月
1
日
㈭

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象
　
一
人
暮
ら
し
の
80
歳
以
上

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
2
月
22
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

福  

初
級
シ
ニ
ア
社
交
ダ

ン
ス
講
座

　
運
動
科
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
社
交

ダ
ン
ス
で
、
体
力
づ
く
り
と
ダ
ン
ス

の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
3
月
2
日
・
9
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
（
各
金
曜
日
、
全
5
日

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
シ
ニ
ア
ダ
ン

ス
育
成
協
会
会
員
募
集

　
ダ
ン
ス
は
速
足
で
歩
く
程
度
の
運

動
能
力
が
あ
れ
ば
、
高
齢
者
で
も
上

手
に
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ダ

ン
ス
が
上
手
に
な
れ
ば
楽
し
み
も
倍

増
し
、
体
も
健
康
に
な
る
の
で
興
味

の
あ
る
人
は
活
動
日
時
や
場
所
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

年
会
費

　
3
、
0
0
0
円

※
3
月
2
日
・
9
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
（
各
金
曜
日
）
の
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
公
開

講
座
を
行
い
ま
す
。

問
　
海
老
原
☎
0
9
0
（
3
8
0
1
）

7
3
0
9

◆
白
井
陸
友
会
会
員
募
集

　
陸
上
各
種
大
会
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
の
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
み

な
が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
9
時
〜

集
合
場
所

　
白
井
運
動
公
園
駐
車
場

月
・
年
会
費
　
無
料

問
　
秋
谷
☎
（
4
9
7
）
0
2
7
4

◆
ケ
ー
キ
・
パ
ン
教
室
生
徒
募
集

　
少
人
数
で
楽
し
く
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。
体
験
入
会
も
あ
り
ま
す
。

活
動
日
時

　
毎
月
第
3
土
曜
日

　
午

前
9
時
〜
正
午

　
場
所

　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー

　
講
師

　
坂
本
好
美
栄

養
士
　
参
加
費
　
1
回
約
2
、   

5
0

0
円
（
材
料
費
）

問
　
チ
ェ
リ
ー
　
澤
田
☎
（
4
9
1
）

2
9
7
6

◆
手
作
り
パ
ン
サ
ー
ク
ル
「
シ
ュ
ガ

ー
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
会
員
募
集

　
パ
ン
を
手
作
り
し
、
楽
し
み
な
が

ら
試
食
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

活
動
日
時

　
毎
月
第
1
木
曜
日

　
午

前
10
時
〜
午
後
2
時

　
場
所
　
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー

　
入
会
金
　
1
、
0

0
0
円

　
月
会
費
　
6
0
0
〜
8
0

0
円
（
材
料
費
）

問
　
北
島
☎
（
4
9
1
）
2
8
6
4

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会

日
時
　
25
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
医
療
法
人
柏
厚
生
総
合
病
院

（
柏
市
）　  

対
象
　
県
内
の
オ
ス
ト

メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者

な
ど
　
講
演
内
容
・
講
師
　  「
ス
ト

ー
マ
造
設
術
の
今
・
昔
と
未
来
」   ・

柏
厚
生
総
合
病
院
　
十
束
英
志
消
化

器
外
科
部
長
・
地
域
連
携
担
当
部
長
、

「
介
護
認
定
の
流
れ
と
施
設
入
居
の

現
状
に
つ
い
て
」   

・
柏
厚
生
総
合
病

院
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
牛
島
功

貴
さ
ん

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
事
務
所
☎
0
4
3
（
3
0
9
）
7

5
7
1
（
月
・
火
・
金
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
「
手
作
り
コ
サ
ー
ジ
ュ
〜
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
」
体
験
教
室

　
自
分
を
彩
る
た
め
の
コ
サ
ー
ジ
ュ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
3
月
3
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
10
人

（
申
し
込
み
順
）　  

持
ち
物
　
金
属

用
は
さ
み
　
参
加
費
　
1
、
0
0
0

円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
2
月
22
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
ス
イ
ー
ト
ド
ロ
ッ
プ
☎
（
4
9
4
）

2
8
6
0
へ

◆
小
さ
い
劇
場「
ぞ
う
の
エ
ル
マ
ー
」

鑑
賞
会

　
劇
の
鑑
賞
の
ほ
か
に
も
、
手
遊
び

や
紙
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
3
月
4
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　
3
歳
か
ら
小
学
2
年
生
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

　
参
加
費
　
大
人

1
、  

5
0
0
円
、
子
ど
も
8
0
0
円

※
親
子
一
緒
の
場
合
は
2
、 

0
0
0

◆
移
動
サ
ー
ビ
ス
（
自
家
用
車
有
償

運
送
）
利
用
会
員
募
集

　
N
P
O
法
人
コ
ラ
ボ
し
ろ
い
で
は

地
域
支
え
合
い
事
業
と
し
て
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
の
が
困
難
な

人
の
移
動
を
支
援
す
る
「
福
祉
有
償

運
送
」
の
体
制
を
整
え
、
利
用
会
員

と
運
転
提
供
会
員
の
募
集
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
身
体
な
ど
の
障
が

い
が
あ
る
人
や
要
支
援
、
要
介
護
認

定
者
、
透
析
患
者
の
会
員
が
通
院
す

る
際
に
マ
イ
カ
ー
な
ど
で
支
援
す
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
の
会
員
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

登
録
料
　
1
、
0
0
0
円

問
　
金
次
☎
（
4
9
1
）
0
9
7
2

◆
ス
キ
ー
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
長
野
県
上
水
内
郡
信
濃
町
で
3
月

15
日
㈭
か
ら
18
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ

る
全
日
本
実
業
団
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

（
年
齢
不
問
）

問
　
奥
崎
☎
0
9
0
（
4
3
6
6
）

6
8
3
6

◆
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推

進
す
る
企
業
な
ど
を
表
彰
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
「
職
場
に
お
け

る
女
性
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た

め
の
積
極
的
な
取
り
組
み
（
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）  

」
お
よ
び

「
仕
事
と
育
児
・
介
護
と
の
両
立
支

援
の
た
め
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

ほ
か
の
企
業
な
ど
の
模
範
と
な
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
企
業
を
毎

年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
表
彰
候
補
企
業
に
つ

い
て
は
、
3
月
31
日
㈯
ま
で
募
集
し

ま
す
。

問
　
千
葉
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎
0

4
3
（
2
2
1
）
2
3
0
7

円
に
な
り
ま
す
。

問
　
白
井
子
ど
も
劇
場
事
務
所
☎

（
4
9
1
）
2
1
6
3

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
「
水
陽
会
」

　
3
月
11
日
㈰
に
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー
で
実
施
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
で
演
奏
発
表
を
行
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
大
正
琴
の
音
色
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
細
な
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
森
に
親
し
む
講
座

　
森
林
や
樹
木
だ
け
で
な
く
、
自
然

全
般
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な

る
よ
う
に
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で

構
成
さ
れ
た
室
内
講
座
・
野
外
実
習

各
3
回
ず
つ
、
全
6
回
の
講
座
で
す
。

　
自
然
界
の
不
思
議
か
ら
自
然
と
人

と
の
関
わ
り
を
読
み
解
き
、
自
然
の

中
で
四
季
折
々
の
風
情
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
4
月
12
日
㈭
・
26
日
㈭
、
5

月
10
日
㈭
・
23
日
㈬
、  

6
月
9
日
㈯
・

30
日
㈯

※
開
催
時
間
や
場
所
、
内
容
な
ど
に

に
つ
い
て
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る

か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
　
一
般
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
、
0
0
0
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
　
は
が
き
か
E
メ
ー
ル
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）   

、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
上
、
2
月
29

日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
〒
2
7
3
―

0
1
0
4

　
鎌
ケ
谷
市
東
鎌
ケ
谷
2

―
8
―
8
―
1
0
5

　
高
野
真
理
子

h
iru
-k
oza@

ch
iba-ch

in
n

rin
-in
stru
ctor.com

へ

問
　
千
葉
県
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
会

　
和
波
☎
0
4
3
（
2
1
1
）

0
1
9
7
・

h
ttp://w

w
w
.

ch
iba-sh

in
rin
-in
stru
ctor.

com
/

　キッチンが明るくなるすてきな「なべ
敷き」を作ってみませんか。
日時　3月9日㈮　午前10時30分～午後0
時30分
対象　一般　10人（申し込み順）
参加費　1,200円（材料費）
■申　3月1日㈭までに参加費持参の上、直
接公民センターへ

タイルを組み合わせます

間
）　  

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
　
20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
運
動
靴

申
　
2
月
27
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

は
じ
め
て
の
成
年
後

見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

　
今
後
に
役
立
つ
福
祉
制
度
や
預
貯

金
な
ど
の
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制

度
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
3
月
17
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

3
時
15
分

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

駅  

将
棋
大
会

日
時

　
3
月
3
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）　

申
　
2
月
29
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

以
上
　
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師

　
司
法
書
士

　
二
瓶
雄
太
さ
ん

申
　
3
月
12
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

公   モザイクタイル体験講座

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

折り紙絵

完成品

2012.2.155



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2012.2.15 6み ん な の ひ ろ ば

　市内を流れる神崎川にはメダカをはじめいろいろな生き物が生息し
ており、市民から親しまれていますが、神崎川の護岸工事が近々始ま
ることから「神崎川を守るしろい八

はちまんだめ

幡溜の会」と白井第一小学校の4
年生が協力して、1月17日に生き物の保護活動を行いました。
　これは川の護岸工事によりメダカなどの生態環境の変化を心配した
市内在住の長谷川雅美東邦大学理学部教授が「メダカ救出作戦」を計
画し、神崎川の環境保護活動を行っている同会と川の継続観察をして
いる同小学校に協力依頼をした
もので、依頼を受けた会員や子
どもたちは、メダカ216匹をは
じめザリガニやドジョウなどた
くさんの生き物を保護しました。
　保護した生き物は市内の小学
校で飼育して、工事が終わる6月
から7月ころに再び元の場所に
戻す予定です。

　地球上で日本の裏側に位置す
るパラグアイは古くから日本と
友好関係が続いており、先の東
日本大震災時には「100万丁豆
腐プロジェクト」として豆腐
100万丁分の大豆を送ってくれ
るなど、深い交流が行われてい
ます。市内在住の琴奏者である
赤木靜香さんも昨年10月から11

月にかけて同国を訪問し、日系人などが多く居住する地区10カ所を
回りながらボランティアで琴の演奏を行い、現地の人たちと交流を
してきました。演奏会場では子どもから高齢者まで日本人・日系人
をはじめ多くの住民が集まり、赤木さんの演奏に耳を傾け「童謡を
演奏した時は、琴に合わせて口ずさんでくれた」そうです。
　赤木さんは「私の知らないもうひとつの日本がここにあった。こ
れからも日本文化を通して交流をしていきたい」と語ってくれました。

の
人
数
も
各
学
童
保
育
所
ご
と
に

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
異
な
る
学

童
保
育
所
で
働
い
て
い
る
指
導
員

が
集
ま
っ
て
専
任
指
導
員
は
正
会

員
、
補
助
指
導
員
は
準
会
員
と
い

う
構
成
で
活
動
し
て
い
る
の
が
白

井
学
童
保
育
指
導
員
会
（
清
水
口
・

大
山
口
あ
お
ぞ
ら
・
大
山
口
あ
お

ぞ
ら
第
2
・
池
の
上
・
桜
台
・
七

次
台
）
で
す
。
　

　
今
で
は
月
2
回
、
各
学
童
保
育

所
が
輪
番
で
定
例
会
や
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
会
で
は
各

学
童
の
近
況
報
告
を
し
、
行
事
や

保
育
内
容
の
向
上
に
一
役
買
っ
て

い
ま
す
。
話
し
合
い
の
中
で
は
、

学
童
の
子
ど
も
た
ち
同
志
の
交
流

を
さ
せ
た
い
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
「
学
童
合
同
レ
ク
大
会
」
を
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例

年
は
6
月
15
日
の
「
県
民
の
日
」

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

琴を通じて交流を深める

活
ら
れ
て
潤
む
瞳
の
猫
や
な
ぎ

薄う
す
ら
い氷
の
そ
よ
ぎ
に
欠か

け
ら片
重
な
り
ぬ

幼
子
の
お
も
ち
ゃ
に
な
り
し
初
氷

か
ら
っ
風
老
い
の
冷
や
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

寒
月
や
凍
て
つ
く
西
の
空
に
照
り

喜
寿
過
ぎ
し
太
陽
族
と
冬
の
海

暗
闇
に
火
の
子
と
び
散
る
除
夜
の
鐘

気
立
さ
を
暮
色
に
染
め
し
冬
木
立

サ
ー
フ
ァ
ー
の
遥
か
遠
き
に
七
日
富
士

三
が
日
男
の
鎧
拭
い
け
り

獅
子
舞
や
江
戸
の
香
残
る
日
本
橋

尺
八
の
音
さ
わ
や
か
な
春
の
風

す
そ
野
に
は
色
残
し
つ
つ
山
眠
る

対
峙
し
て
挑
む
が
ご
と
く
寒
椿

大
正
も
遠
し
と
思
ふ
着
ぶ
く
れ
て

便
り
な
き
郵
便
受
け
や
春
浅
し

戯
れ
に
抱
き
付
く
孫
の
温
さ
哉

冬
眠
の
蜥
蜴
知
ら
ず
と
掴
み
お
り

屠
蘇
散
の
お
神
酒
さ
さ
げ
て
ご
あ
い
さ
つ

裸
木
や
線
画
の
ご
と
く
色
落
と
し

初
鏡
秘
め
た
る
思
い
紅
を
さ
す

初
鏡
嫁
女
愛
し
や
紅
を
引
く

春
め
く
と
部
屋
の
片
隅
妻
が
言
う

冬
日
浴
び
長
閑
な
り
ぬ
る
昼
下
が
り

牧
水
の
歌
碑
雪
帽
子
か
ぶ
り
け
り

雪
冠
る
富
士
を
幸
先
良
し
と
見
る

暖
か
き
小
春
日
和
に
群
れ
雀

　
　
　
撒
き
餌
待
つ
間
も
遊
び
戯
れ

烟け
ぶ
り立
つ
白
井
野
梨
の
刈
枝
の

　
　
　
遠お
ち
こ
ち近
に
燃
ゆ
る
春
の
面
立
ち

原
爆
を
投
下
の
条
件
ヒ
ロ
シ
マ
に

　
　
　
あ
り
し
無
念
を
資
料
館
に
読
む

次
女
一
家
名
古
屋
に
戻
り
そ
の
あ
と
の

　
　
　
テ
レ
ビ
は
復
路
の
箱
根
駅
伝

霜
に
耐
え
丹
精
込
め
し
福
寿
草

　
　
　
春
を
告
げ
し
は
白
井
の
里
に

正
月
も
三
日
を
過
ぎ
て
孫
ら
帰
り

　
　
　
我
が
事
は
じ
め
と
掃
除
機
か
け
る

年
の
瀬
の
餅
つ
く
音
す
る
寒
空
に

　
　
　
童こ

ら
子
等
は
喜
び
風
の
子
に
な
る

や
む
な
く
に
取
り
壊
し
た
る
我
が
生
家

　
　
　
更
地
に
な
り
て
古
井
戸
さ
む
し

有
線
の
老
人
探
し
絶
え
間
な
く

　
　
　
ど
っ
ち
が
先
や
ら
妻
と
目
が
会
ふ

世
の
中
も
大
き
く
さ
ま
の
変
わ
り
来
て

　
　
　
晴
れ
着
の
見
え
ぬ
松
の
内
な
り

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

西
白
井

　
　
山
本
幸
恵

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

桜
台
　
　
　
土
山
勝
實

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

冨
士
　
　
　
丸
山
文
子

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

神
々
廻

　
　
高
橋
勲
次
郎

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

堀
込
　
　
　
山
川
純
子

堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

南
山
　
　
　
齊
藤
　
鈴

根
　
　
　
　
阿
久
津
幸
子

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

大
松

　
　
　
織
本
泰
子

七
次
台

　
　
松
井
寛
紅

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

根
　
　
　
　
印
南
満
子

掘
込
　
　
　
名
越
た
て
み

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

桜
台
　
　
　
山
田
　
明

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
市
内
に
は
小
学
校
が
9
校
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
8
校
に
10
カ
所

（
大
山
口
・
白
井
第
三
小
学
校
は

2
カ
所
）
の
学
童
保
育
所
が
あ
り
、

全
て
公
設
民
営
で
す
。
当
初
は
同

じ
プ
レ
ハ
ブ
造
り
の
建
物
で
30
〜

40
人
位
の
利
用
で
し
た
。

　
し
か
し
学
童
利
用
児
童
の
増
加

や
老
朽
化
の
た
め
、
建
物
は
こ
こ

3
〜
4
年
の
間
に
建
て
替
え
た
り
、

そ
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
大
き
な
施
設
、
校
舎
内
の
専

用
施
設
、
空
き
教
室
利
用
施
設
、

既
存
施
設
な
ど
、
施
設
も
子
ど
も

　
そ
の
他
、
絵
本
に
関
す
る
こ
と
、

日
々
の
保
育
で
必
要
な
工
作
・
遊

び
・
お
や
つ
作
り
な
ど
実
践
の
研

修
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
全
国
・
千
葉
県
「
学
童

保
育
研
究
大
会
」「
学
童
保
育
指

導
員
学
校
」
へ
の
参
加
や
そ
の
報

告
会
を
行
い
、
指
導
員
間
の
資
質

を
高
め
る
努
力
も
し
て
い
ま
す
。

　
市
長
懇
談
会
も
毎
年
実
施
し
、

日
ご
ろ
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や

指
導
員
の
状
況
、
各
学
童
の
近
況

報
告
を
行
い
、
市
が
学
童
を
よ
り

深
く
理
解
で
き
る
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
存
分
に
話
し
合

い
の
で
き
る
指
導
員
会
と
い
う
場

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
実
践
を
深

め
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
7

学  

童  

保  

育  

所  

⑪

白
井
市
学
童
保
育
指
導
員
会
の
紹
介

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ

り
、
新
春
の
1
月
5
日
に
行
い
ま

し
た
。
新
春
な
ら
で
は
の
ゲ
ー
ム

や
工
作
を
し
な
が
ら
、
他
の
学
童

保
育
所
の
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

　
ま
た
「
不
審
者
対
応
訓
練
・
救

急
救
命
講
習
」
な
ど
の
研
修
会
を

開
い
て
、
指
導
員
一
同
子
ど
も
た

ち
の
安
全
な
生
活
を
守
れ
る
よ
う

に
共
通
認
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

メダカ救出大作戦

子どもに琴の弾き方を説明する赤木さん

保護したメダカなどを容器に移す子どもたち

みんな仲良し

「かるた遊び」を楽しむ子どもたち


